
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

全
国
的
な
保
育
士
不

足
に
よ
り
、
保
育
士
の
処

遇
改
善
が
求
め
ら
れ
て

い
る
中
、
政
府
が
経
済
対

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
保

育
士
の
月
額
３
％
程
度

に
あ
た
る
９
０
０
０
円

 

民
間
委
託
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
支
援
員
は
、
６
９
３
人
。（
今

年
４
月
１
日
時
点
）
運
営
事
業
者

と
支
援
員
の
雇
用
契
約
に
つ
い
て

は
、「
運
営
事
業
者
３
社
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
市
と
の
委
託
契
約
が

終
了
し
た
場
合
、
支
援
員
が
希
望

す
れ
ば
、
当
該
事
業
者
が
運
営
す

る
他
の
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
と
し
て

雇
用
を
継
続
す
る
こ
と
や
、
支
援

員
以
外
の
業
務
で
の
雇
用
も
可

能
。」 

雇
用
の
継
続
と
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
質
の
確
保
に
つ
い
て
の
質

問
に
「
こ
れ
ま
で
運
営
事
業
者
が

変
更
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
８

年
度
と
２
０
２
１
年
度
の
２
回
。

変
更
前
の
事
業
者
に
雇
用
さ
れ
て

い
た
支
援
員
が
雇
用
の
継
続
を
希

望
し
、
新
し
い
事
業
者
が
依
然
と

同
等
以
上
の
処
遇
条
件
を
提
示
し

た
た
め
、
９
割
以
上
の
支
援
員
が

継
続
雇
用
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
、
児
童
と
の
継
続
的
な
か
か

わ
り
が
維
持
さ
れ
、
質
の
確
保
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。」
と
の
答
弁
。 

先
月
の
民
間
委
託
ク
ラ
ブ
で
の

支
援
員
に
よ
る
暴
言
な
ど
の
不
適

切
な
指
導
と
、
委
託
事
業
者
の
遅

れ
た
対
応
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
「
最
善

の
利
益
」
を
考
慮
し
た
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
運
営
は
、
市
の
責
任
で

直
営
で
行
う
べ
き
で
す
。 

 

の
機
会
に
つ
い
て
、
答
弁
で
は

「
正
規
保
育
士
の
事
務
時
間
の

確
保
な
ど
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

早
朝
の
受
け
入
れ
や
教
材
準
備

な
ど
に
従
事
す
る
補
助
職
員
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
研
修
は
任
用
後

の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
」
「
保
育
士
資
格

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
早
朝
パ
ー

ト
保
育
士
と
午
後
パ
ー
ト
保
育

士
を
対
象
と
し
て
、
講
義
と
実
技

を
受
講
す
る
２
時
間
の
研
修
を

年
１
回
実
施
。」
と
の
こ
と
。 

長
時
間
を
過
ご
す
保
育
室
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
状
況
に
適
切

な
対
応
が
求
め
ら
れ
、
現
場
で
の

業
務
は
、
責
任
が
伴
う
内
容
で

す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

保
育
の
役
割
が
よ
り
重
視
さ
れ

て
い
る
中
で
、
保
育
士
配
置
の
拡

充
が
必
要
で
す
。 

 

の
賃
上
げ
を
期
限
付
き
で
盛
り
込

み
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
処
遇
の
低
さ
を
改

善
す
る
に
は
不
十
分
で
す
。
全
て

の
子
ど
も
は
基
本
的
人
権
が
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
う
た

っ
た
、
児
童
憲
章
の
理
念
を
基
準

と
考
え
ま
す
。 

１
２
月
市
議
会
で
、
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議
が
行
っ

た
一
般
質
問
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

公
立
こ
ど
も
園
の
正
規

保
育
士
は
８
１
１
人
、
非

正
規
保
育
士
は
７
０
７
人

が
配
置
さ
れ
、
非
正
規
率

は
４
６
・
６
％
。
非
正
規

の
保
育
士
の
勤
務
形
態
ご

と
の
人
数
内
訳
は
下
表
の

通
り
で
、
資
格
が
無
い
職

員
は
２
１
１
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

資
格
の
無
い
保
育
士
補

助
員
の
研
修
時
間
・
研
修

 

 

代
替
保
育
士
は
、
正
規
保
育
士
か

ら
代
え
て
担
任
を
も
っ
て
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
観
点
で
、
正
規
保
育
士
と
同
等
の

処
遇
へ
の
改
善
が
必
要
で
す
。 

答
弁
で
は
「
正
規
職
員
と
ほ
ぼ
同

一
労
働
内
容
と
な
る
担
任
や
ク
ラ

ス
リ
ー
ダ
ー
は
、
正
規
保
育
士
と
同

程
度
の
額
と
な
る
よ
う
報
酬
の
設

定
を
し
て
い
る
。」
と
の
こ
と
で
す

が
、
雇
用
を
継
続
し
て
お
こ
な
う
こ

と
で
、
職
員
の
質
の
向
上
、
保
育
の

向
上
も
図
れ
る
と
考
え
ま
す
。
雇
用

の
継
続
の
保
障
が
な
い
こ
と
を
、
指

摘
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
パ
ー
ト
保
育
士
の
勤
務
は

週
３
日
勤
務
、
５
日
勤
務
の
場
合

と
、
非
正
規
保
育
士
の
間
で
の
処
遇

（
昇
給
な
ど
）
が
違
う
と
い
う
、
現

場
の
保
育
士
の
声
が
あ
り
、
改
善
す

べ
き
で
す
。 

   

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後

か
ら
家
に
帰
る
ま
で
の
子
ど
も
の

生
活
の
場
で
あ
り
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
運
営
指
針
に
あ
る
「
子
ど
も
と

の
安
定
的
、
継
続
的
な
か
か
わ
り
」

を
保
障
す
る
た
め
に
、
長
期
的
に
安

定
し
た
雇
用
形
態
の
支
援
員
の
配

置
が
不
可
欠
で
す
。 

加配保育士 １９７人

代替保育士 ７５人

土曜日パート保育士 ３人

午後パート保育士 １８６人

長時間対応保育士 １０１人

早朝パート保育士 ８３人

昼パート保育士 ４８人

午後２時間パート保育士 １４人

保育資格の
ある職種

保育士資格
なくても任用
している職種

このうち保
育士資格が
ない職員
２１１人

 

 

非正規保育士の勤務形態ごとの人数内訳 2021年４月１日時点 



日本共産党『新春のつどい』案内 
 新年の１月に、国会議員もしくは参院選予定候補を

招いて、日本共産党のつどいを開催します。合唱など

文化行事も予定しています。ぜひご参加ください。 
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豊田市の 
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日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 

３
、 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
重
視

す
べ
き
こ
と
は
？ 

① 

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ス
ム
ー

ズ
に
。
３
９ 

② 

福
祉
、
教
育
施
設
の
職
員

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
。
２
４ 

③ 

保
健
所
体
制
強
化
。
２
６ 

④ 

休
業
補
償
を
早
く
。
２
４ 

⑤ 

消
費
税
引
き
下
げ
。
２
４ 

⑥ 
給
付
金
の
再
支
給
。
２
０ 

⑦ 

大
学
授
業
料
の
引
き
下

げ
。
１
６ 

⑧ 

そ
の
他
。
２ 

 
 
 

４
、 

国
政
に
つ
い
て 

① 

消
費
税
値
下
げ
。
賛
成
３
６
、

ど
ち
ら
で
も
１
４
、
反
対
６ 

今
年
７
月
か
ら
９
月
に
、
日
本
共

産
党
豊
田
市
委
員
会
が
実
施
し
た
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
６
５
通

の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
を
報
告
し
ま
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
国
政
と
市
政
に
分

け
て
行
い
、
国
政
へ
の
意
見
は
、
衆

院
選
政
策
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
具
体
的
な
地
域
要
望
も

寄
せ
ら
れ
た
の
で
順
次
、
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

１
、 

暮
ら
し
向
き
は
？ 

① 

良
く
な
っ
た
。
３ 

② 

苦
し
く
な
っ
た
。
３
１ 

③ 

変
わ
ら
な
い
。
２
８ 

 

２
、 

苦
し
く
な
っ
た
理
由
は
？

（
複
数
回
答
可
） 

① 

コ
ロ
ナ
の
影
響
。
１
５ 

② 

給
与
、
年
金
な
ど
収
入
減
。

２
２ 

③ 

税
金
の
増
。
１
６ 

④ 

国
保
税
、
介
護
保
険
。
２
１ 

⑤ 

医
療
費
の
増
。
１
４ 

⑥ 

食
費
の
増
。
１
０ 

⑦ 

教
育
費
、
公
共
料
金
増
。
２ 

⑧ 

そ
の
他
。
２ 

 

② 

政
治
私
物
化
、
不
正
た
だ
す
。

賛
成
５
２
、
ど
ち
ら
で
も
４
、

反
対
１ 

③ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
や
し
、
原

発
ゼ
ロ
。
賛
成
４
２
、
ど
ち
ら

で
も
８
、
反
対
６ 

④ 

核
兵
器
禁
止
条
約
。
賛
成
４

５
、
ど
ち
ら
で
も
５
、
反
対
５ 

⑤ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
。
賛
成
４

２
、
ど
ち
ら
で
も
９
、
反
対
３ 

⑥ 

憲
法
９
条
守
れ
。
賛
成
４
５
、

ど
ち
ら
で
も
６
、
反
対
３ 

 

５
、 

市
政
に
つ
い
て
。
市
の
予

算
は
、
何
を
優
先
す
べ
き

か
？
（
複
数
回
答
可
） 

① 

既
存
の
市
街
地
整
備
。
７ 

② 

生
活
道
路
、
歩
道
整
備
。

２
８ 

③ 

公
営
住
宅
、
家
賃
補
助
。

１
１ 

④ 

身
近
な
公
園
。
９ 

⑤ 
公
共
交
通
の
拡
充
。
２
８ 

⑥ 
幹
線
道
路
の
整
備
。
６ 

⑦ 

防
災
、
環
境
保
護
。
１
７ 

⑧ 

農
山
村
の
振
興
。
２
０ 

⑨ 

中
小
企
業
の
支
援
。
１
６ 

⑩ 

保
健
所
体
制
強
化
。
２
１ 

⑪ 

公
的
保
育
の
充
実
。
１
１ 

⑫ 

障
が
い
児
、
社
会
福
祉
。

８ 

⑬ 

国
保
税
引
き
下
げ
。
１
９ 

⑭ 

回
答
無
し
。
８ 

⑮ 

そ
の
他
。（
バ
ス
や
自
転
車

が
安
心
し
て
走
れ
る
道
路

を
。
２
）（
高
齢
者
の
交
通

費
無
料
制
度
。
１
）
な
ど 

 

６
、 

希
望
す
る
市
の
子
育
て
、

若
者
対
策
（
複
数
回
答
可
） 

① 

公
立
こ
ど
も
園
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
充
実
。
２
２ 

② 

少
人
数
学
級
を
全
学
年

に
。
２
１ 

③ 

学
校
給
食
無
料
に
。
２
０ 

④ 

国
保
税
は
１
８
歳
ま
で
子

ど
も
均
等
割
ゼ
ロ
。
１
１ 

⑤ 

児
童
手
当
の
拡
充
。
１
７ 

⑥ 

子
ど
も
、
若
者
の
居
場
所

づ
く
り
。
１
７ 

⑦ 

身
近
な
公
園
や
児
童
館
を

整
備
。
１
３ 

⑧ 

正
社
員
で
働
け
る
環
境
整

備
。
３
７ 

⑨ 

若
者
に
家
賃
補
助
。
１
４ 

⑩ 

回
答
無
し
。
１
３ 

⑪ 

そ
の
他
。 


